
市
長
年
頭
あ
い
さ
つ

「
ト
ラ
イ
し
続
け
る
不
屈
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
暮
ら
し
や
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た
一

年
で
し
た
。
終
息
を
願
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
感
染
予
防
・
地
域
経
済
へ
の
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
あ
ら
た
め
て
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
と
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
方
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
1
周
年
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
橋
野
鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産
登

録
5
周
年
、
釡
石
港
の
ポ
ー
ト
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
２
０
１
９
選
出
な
ど
明
る
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
3
月
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
す
。
市
は
震
災
後
「
住
ま
い
の
再
建
」
「
な
り
わ

い
の
再
生
」
「
基
盤
整
備
」
を
復
興
の
柱
と
位
置
付
け
て
き
ま
し
た
。
発
災
か
ら
10
年
と
な
る
令
和
2
年
度
中

の
完
遂
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
部
、
住
宅
再
建
と
基
盤
整
備
に
遅
れ
が
出
る
見
込
み
で
す
。
令
和

3
年
度
中
に
こ
れ
ら
を
完
了
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
「
心
の
復
興
」
は
10
年
と
い
う
区
切
り
で
終
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続

す
べ
き
も
の
は
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
、
最
後
の
お
一
人
ま
で
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
必
要
で
す
。
令
和
元
年
台
風
第
19
号
で
は
尊
い
人
命
を

失
う
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

巨
大
地
震
モ
デ
ル
」
で
は
従
来
予
想
よ
り
も
浸
水
区
域
が
広
が
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
教

訓
、
ま
た
最
新
の
知
見
を
生
か
し
、
人
命
・
財
産
を
守
る
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
屋
形
遺
跡
（
唐
丹
町
）
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
「
復
興
『
あ
り
が
と
う
』
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
の
実
施
、
防
災
推
進
国
民
大
会
２
０
２
１
の
開
催
な
ど
、

明
る
い
取
り
組
み
も
多
く
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
六
次
釡
石
市
総
合
計
画
で

は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
ま
す
環
境
の
中
で
も
地
域
の
強
み
・
魅
力
を
生
か
し
「
ト
ラ
イ
し
続
け
る

不
屈
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
釡
石
の
発
展
」
と
「
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
」
の
実
現
に
向
け
て
全
市
民
参

加
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
れ
ま
で
復
興
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
良
い
一
年
と
な
る
よ
う
ご
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日本製鉄㈱から
県指定文化財「紙

し

本
ほん

両
りょう

鉄
てっ

鉱
こう

山
ざん

御
お

山
やま

内
うち

並
ならびに

高
こう

炉
ろ

之
の

図
ず

」が寄贈されました

　
『
紙
本
両
鉄
鉱
山
御
山
内
並
高
炉
之
図
』
は

和
紙
に
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
た
絵
図
絵
巻
で
、

製
鉄
の
業
務
報
告
と
し
て
盛
岡
藩
お
抱か

か

え
の
絵

師
が
描
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
『
南
部
家
絵
巻
』
と
も
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は
盛

岡
藩
主
南
部
家
が
所
蔵
し
、
後
に
富
士
製
鐵
㈱

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
県
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
大
橋
高
炉
と
橋
野
高
炉
、
各
採
掘

場
の
位
置
や
設
備
配
置
図
、
個
々
の
高
炉
や
フ

イ
ゴ
、
水
車
な
ど
の
装
置
の
設
計
図
が
詳
細

に
描
か
れ
た
【
設
備
編
】
と
、
採
掘
か
ら
製

鉄
に
至
る
工
程
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
た
【
作
業

編
】
の
２
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
寸
法
は

【
設
備
編
】
幅
27
㎝　
長
さ
８
６
９
㎝ 　
重
量

２
３
６
ｇ　
19
図
（
大
橋
３
、
橋
野
16
図
）
収

録
【
作
業
編
】
幅
26
㎝　
長
さ
６
０
６
㎝ 　
重

量
１
７
０
ｇ　
10
図
収
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
巻
に
は
大
橋
高
炉
二
番
・
三
番
高
炉

が
増
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
以
降
の
作
で
あ
り
、
さ
ら
に

絵
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
橋は

し

野の

鉄て
っ

鉱こ
う

山ざ
ん

惣そ
う

御お

山や
ま

内う
ち

略り
ゃ
く
ず図
」
に
は
「
仮
高
炉
当
時
不
用
」
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
高
炉
は
橋
野
に
最
初
に
建
て

ら
れ
た
実
験
高
炉
で
元げ

ん

治じ

元
（
１
８
６
４
）

年
に
大
改
修
の

末
、
三
番
高
炉

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
文

久
元
年
〜
元
治

元
年
の
春
の
情

景
を
描
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ

ま
す
。 釡

石
の
歴
史
よ
も
や
ま
話 

釡
石
の
鉄
学
編 

番
外
編
問
い
合
わ
せ

市
世
界
遺
産
課　
☎
22-

８
８
４
６

　11月28日に行われた「橋野鉄鉱山世界遺産登録５周年記念シンポジウム」
で、日本製鉄㈱が所蔵する文化財が市に寄贈されました。
　日本製鉄㈱東日本製鉄所の大津芳久副所長（釡石地区代表）から野田市長
へ目録が贈呈され、市から大津副所長に感謝状を贈呈しました。

お
知
ら
せ

「紙本両鉄鉱山御山内並高炉之図」を公開します
場　所　鉄の歴史館
日　時　１月８日㈮～９日㈯　９時～17時（最終入館16時）
入館料　小中学生 150円　高校生 300円　一般 500円
※１月９日　９時～12時は名誉館長講演会を開催するため入場無料

橋野鉄鉱山惣御山内略図
　橋野鉄鉱山高炉場の鳥瞰図です。二又沢の東側段丘上に
立地し、沢から水路を引き、水路沿いに右（南）から左（北）
に一番、二番高炉、仮高炉（当時不用）があります。中央部の
大門の右には鍛冶長屋と大工長屋、長屋、種砕水車場が、奥
には御日払所、山神社があります。発掘調査では本図の配置
とほぼ同じように遺構が検出されています。

橋野二番高炉湯
ゆ
口
ぐち
前
まえ
之
の
図
ず

橋野二番高炉ヲ分開シテ湯口ノ方ヨリ見ルノ図
　高炉は内側より堝

るつぼ
瓦
がわら
・身

み
瓦
がわら
（耐火れんが）、石灰、甘石、たた

き石、胡
ご
麻
ま
石
いし
（花崗岩）と６重構造となっています。二番高炉

は花崗岩が上まで積まれるため小さめの石材となっています。

鉄
てっ

鉱
こう

山
ざん

元
もと

山
やま

金
かな

堀
ほり

働
はたらくの

之図
ず

　３人の男が鉄
てっ
槌
つい
や鉄
てつ
楔
くさび
で露出した鉄鉱石を採掘していま

す。採掘場は高炉場の南約３kmにあり、鉄鉱石の層が所々
露出した箇所が見られ、採掘された箇所は窪地となってい
ます。

湯
ゆ
口
ぐち
前
まえ
働
はたらくの

之図
ず

　出銑のシーンです。５人の男が棒で突いて炉に穴を開け、そ
の穴から溶解した鉄が高炉手前の砂場にたまります。高炉前
の３人は熱除けの蓆

むしろ
を押さえ、手前の男は鉄に炭を振り掛け

ています。
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